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　１－１５　モエンの留付方法

１　モエン標準施工法

４）モエンの釘打ち位置について

　①４５５×３０３０㎜品の場合

　釘打ちする場合は、横張り・縦張りともに板幅方向（４５５㎜）は３本留めです。板長さ方向（３０３０㎜）は

　胴縁ごと（５００㎜以下）に留め付けます。

　※留付位置は端あき距離を厳守してください。（前ページ参照）
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　②９１０×３０３０㎜・１０００×３０３０㎜品縦張りの場合

　＜縦胴縁組み＞

　●幅方向（９１０・１０００㎜）は３本留めです。

　●長手方向（３０３０㎜）は＠２００㎜以下で留め付け

　　 ます。

　※留付位置は端あき距離を厳守してください。

　　 （前ページ参照）

　※モエンの上下端部については、あらかじめ胴縁の

　　 中間位置に補助胴縁（L=２００㎜程度）を組み、５本

　　 留めです。

　　 ＜横胴縁組み＞

　　 ●幅方向（９１０・１０００㎜）は５本留めです。

　　 ●長手方向（３０３０㎜）は胴縁ごと（５００㎜以下）

　　　  に留め付けます。

　　 ※留付位置は端あき距離を厳守してください。

　　 　 （前ページ参照）
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　１－１６　モエンの切り欠き加工

　 １）施工留意点

　 　①切断について

　 　　 オールダイヤモンドチップソー（ＦＸ８０Ａ、ＦＸ１００Ａ、ＦＸ１２５Ａ）を使用してください。

　 　　 角は丸ノコで一気に切断せず、必ず５㎜程度手前で止め、手ノコで残りを切断してください。

　 　●モエンの切り欠きは原則として、板幅（４５５㎜・９１０㎜・１０００㎜）の１／２以下の寸法としてください。

　 　　 割り付け上やむを得ず、残りの板幅が①、②となる場合は必ず切断し、シーリング目地を設けてください。

　 　　 また、切断したモエンを固定するために、胴縁等を追加してください。
　 　①コの字形状の場合は残りの板幅が１／２未満の寸法。②Ｌ字形状の場合は残りの板幅が１００㎜未満。

　　 ※切り欠きによってはシーリング目地が入ります。外観に影響しますので、事前の計画でご配慮ください。
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カッター等で仕上げてください。
切断しすぎると、割れが

発生しやすくなります。

裏面または表面

　斜線部（角部４５度の延長線上

　から上下４０㎜の８０㎜範囲）

　には釘打ちしないでください。
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　 　②取り扱いについて

　 　　 加工後、足場上での持ち運び、振り回しには十分に注意を払ってください。

　 　③留め付けについて

　 　　 ＜留め付け手順＞

　 　　 必ず先孔をあけてください。（切断加工材）

　 　　 　　　　　　　　　↓

　 　　 モエン用釘は最後まで打ち込まず、

　 　　 ３㎜程度浮かしてください。

　 　　 　　　　　　　　　↓

　 　　 ポンチや釘締め具を用いて、

　 　　 本締めしてください。

　 　　 （段差や不陸による割れ防止処置）
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切断時の切り粉はエアーなどで

取り除いてください。

開口部まわりのモエンの切り欠き加工は、切断せずに一体加工が可能ですが、のちに割れ

が発生するおそれがあります。必ず切断し、シーリング目地を設けてください。

※左写真は、切断とシーリング目地を設けなかったことで割れた不具合です。

禁 止 切り欠きについて

シーリング目地を設けた一例

四方合いじゃくり品も同様です。
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②

１　モエン標準施工法




